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２）【基調講演】「多様性のアジアとビジネ
スチャンス」
池部 亮様／独立行政法人日本貿易振興機
構 海外調査部 アジア大洋州課 課長
●東南アジアの専門家として、中国、ベトナム
での現地駐在の体験をもとに、お話しをい
ただいた。
●日本企業は現在チャイナリスクを避けて、
東南アジアに展開しているが、やはりセンチ
メントの低下はあるもののいずれまた中国
に戻ってくるのではないか。チャイナリスク
を避けて他国に展開すれば、その国での新
たなリスクについても、充分注意する必要が
ある。
●宗教観、家族観等が、その国の民族の職業
観を支配しており、単純に生産性のみの追
及ではなく、その視点を日本人はもたなけ
ればならない。

３）【団体紹介】「企業が有効活用できる
HIDAの主な事業紹介」 
渡辺 智恵様／一般財団法人海外産業人材
育成協会 研修業務部 低炭素化支援グルー
プ長補佐
　2012年にAOTSとJODCが統合し人材育
成機関として発足した、HIDA（ハイダ）の事
業のご紹介をいただいた。
●HIDAでは、企業ニーズに応じた様々な支
援ツール（制度）を準備しており、国庫補助
もあるので、有効に活用いただきたい。
●現地人材育成サービス、日本の若手社員
のグローバル化育成サービスや新興国展開
支援サービスなどがあるので、気軽に相談し
てほしい。

４）【中国事情】「日中連携で中国IT人
材の育成と活用」
周 密様／成都ウィナーソフト株式会社 総裁
兼CEO
　日本の大学を修了、日本企業勤務を経て
起業され、中国の成都と日本とでIT事業を
展開されているご経験から「中国IT人材活
用の現状、課題、展望」についてお話をいた
だいた。
●中国国内のIT事情は、11月11日の報道に
もあったように、ｅコマース、ゲーム市場は
進んでいるが、産業との連携でのIT活用で、
まだまだ伸びしろがある。
●大連では、日本による人材の乱獲によって
人材ピラミッドが崩れ、産業構造がだめに
なったと感じている。
●中国人は、IT技術者の社会的ステータス、
賃金格差、キャリアパス不明、最先端の技術
に触れるチャンスが少ない、上流工程の仕
事に参加できるチャンスが少ない等の理由
で、日本への就職をためらう傾向が強い。
●持続可能な中国人材活用は、日中両国企業
の責任であり、日本企業は外国人材の活用の
準備がまだまだできていないように思う。

５）【ベトナム事情】「海外技術者（ベトナム）
との協働（パートナーシップ）について 」
横浜 和敏氏／株式会社 シントーク（国際委
員会 委員）
　最近10年間、メーカのソフトウェア開発の
ベトナムオフショア推進やベトナムオフショ
ア会社の日本支社をご担当のご経験からベ
トナム技術者の育成について、お話いただ
いた。
●この10年に渡る日本とベトナムのパートー
シップの経験から、相互信頼関係の構築が
いかに重要かを痛感した。
●具体的な会社での事例から、海外技術者
の活用には、パートナーとして付き合う、最
低10年の時間をかける、個人の尊重、家族
の協力、感謝の気持ちを伝える、など共に成
長するように心がけることが大切である。

６）【ミャンマー事情】「ミャンマー人バ

イリンガルIT技術者の育成と、日本企
業の国際化の支援」
岩永 智之様／グローバルイノベーションコ
ンサルティング株式会社 代表取締役社長
　外資系企業にご勤務後、海外進出の企画
コンサルティングから、会社設立後の運用・
保守まで、ワンストップソリューション提供会
社を設立されたご経験から、お話しいただ
きました。
●外国人のバイリンガルIT技術者の育成が
必要であり、そのIT技術者としては、数学・物
理の能力（論理的思考）が日本語能力より大
切である。
●外国人技術者の就労意識を理解するうえ
で、宗教観、民族性、家庭環境、平均寿命等
が重要であると思う。

７）【パネルディスカッション】 
　会場の皆さまに、フォーラム中に書いて頂
いた質問票をもとに、モデレーターの廣田
委員長とご講演者5名のかたで、パネル形
式で討論した。
（質問1）日本にもっと興味を持ってもらう方
法としてはどんなことが考えられるか？
（質問２）外国人勤務者は、平均何年くらい
で会社を辞めていくものなのか？
（質問３）外国人を採用する場合、1か国で
複数名採用するのがよいか、複数の国から
採用する方がよいか？
その他にも質問がありましたが、紙面の都合
上割愛する。
 
　今回は多彩な講演者をお迎えすることが
でき、各国の事情を踏まえ、「人材活用と採
用」について有意義なお話を聞けたと思い
ます。
　また、パネルディスカッションが、ご講演内
容の理解を深めるうえで役立ちました。
　最後になりましたが、ご講演者、会場の皆
様、その他ご協力を頂いただいた皆様に感
謝いたします。
　国際委員会では今回の反省を踏まえ、来
年にむけ活動をさらに活発化させていきま
すので、どうぞよろしくお願い致します。

初開催の組込みIoTハッカソン 
　組込みIoTハッカソンは、IoTと組込みシス
テムの新たな可能性と方向性を実感すると
同時に、これからの組込みシステム業界を
けん引する「組込みIoT人材」の発掘・育成
を目的として、今回初開催の運びとなりまし
た。IoT時代を迎え、世界各地で多くのハッカ
ソンが開催されていますが、「組込み」と
「IoT」の関係に真正面から注目したイベント
は珍しいようです。
　本イベントの内容は、今年5月に組織され
た、委員長の白坂成功准教授（慶應義塾大
学）とオブザーバの田丸喜一郎氏（独立行政
法人 情報処理推進機構）を中心とする実行
ワーキンググループ（WG）で企画されまし
た。これからの「組込み」と「IoT」はどのよう
な方向に進むべきか、最新の理論やトレン
ドを加味しながら、課題の出し方に加え、盛
り上げるためのルールや審査基準と審査
員、商品を提供して頂くスポンサー企業や
事前の技術トレーニングなどの様々なこと
が、WGを構成する12社・組織が得意な分
野を持ち寄りながら企画・手配されていきま
した。
　こうして実現した組込みIoTハッカソン。概
要説明を公式サイトから引用します。
提示されたペルソナに対して、そのペルソナ
にとって有効なサービスを提供するシステム
を展示会会期中に組込みIoT技術を活用し
て開発し、デモとプレゼンテーションで優劣
を競います。
11月18日（水）課題を発表。展示会会期中
に実装して、最終日の20日（金）に参加チー
ムによるプレゼンテーションを実施、審査と
優秀チームの表彰を行います。

　初開催の今回は、エグジビションマッチと
してあらかじめ指定された10チームが参加
し、最優秀賞、優秀賞、IPA（情報処理推進機
構）賞、審査員特別賞の4つの賞を競いまし
た。
　事前に公開された6つのペルソナから課
題に選ばれたのは「二世帯大家族」。2人の
小学生の子供がいる共働き家庭と、夫の両
親が同居して暮らす二世帯の柴田家は、高
齢の両親を頼りすぎないよう気を配りなが
ら、子供の見守りやしつけに関するさまざま
な心配事を抱えています。
　課題発表に加え、各チームとも、必ずシス
テムに入れなければいけない「必須項目」
と、使ってはいけない「禁止項目」の制約がく
じ引きで課せられます。開発したシステムの
GSN（ゴール構造表記法：Goal Structuring
Notation）を記述することも必須条件とさ
れ、システム設計・開発力に加え、分かりや
すい説明力が求められました。
　課題と制約が発表されたあとは、スポン
サー企業の日本マイクロソフト株式会社、
STMicroelectronics Japan、株式会社チェン
ジビジョン、IARシステムズ株式会社の各社
から提供された、クラウドサービスやマイコ
ン／センサボード、各種ツール等を適所に
用いながら、組込みIoTシステムを開発しま
す。開発とプレゼンテーションの制作にかけ
られる時間は、実質50時間程度という限ら
れた時間。
　最終日のプレゼンおよび審査会場には、
観客の方が大勢集まり、盛り上がっていまし
た。 そして審査を経て、見事受賞を果たした
のは次のチームです。
最優秀賞／sdtechチーム『7営業日』
”温もりと感情”をぬいぐるみで伝える「Tint
コミュニケーション」

優秀賞／永和システムマネジメント・アフレ
ル・チェンジビジョンチーム『ずぼがに』
風邪を引かない家
IPA賞／豆蔵チーム『進撃の豆ちゃん』
こどもの見守りサービス「eyeランド」
審査員特別賞／イーソルチーム『eMONO
（いいモノ）』
こどもを見守る次世代ランドセル「eRANZ」
 
イーソルチーム
「組込みIoTハッカソンに参加して」
　イーソルからは、ベテラン＆若手の3名で
構成するチーム『eMONO（いいモノ）』が出
場しました。IoTの世界では“地表”側（？）の
プラットフォームを得意とする、地に足着い
たイーソル、初めは不安を抱きながらも、
徐々に闘志とテンションを上げて臨んだ結
果、「審査員特別賞」を頂きました。

 

 

　eMONOチームが開発したのは、子供の
見守りITランドセル「eRANZ」。ランドセルに
装着したカメラで動画を撮影し、クラウド経
由で保護者のスマートデバイス等にその様
子をリアルタイムに配信します。またくじ引
きで必須項目となったジャイロセンサは、子
供が転んだときなどの激しい揺れに反応し、
メッセージアプリなどで保護者に異常を伝
えます。
　今回組込みIoTハッカソンに参加した、若
手二人の感想をご紹介し、本レポートを終
わります。

池部亮氏 渡辺智恵氏 周密氏 横浜和敏氏 岩永智之氏 （司会）浅川氏

パネルディスカッション風景

組込みIoTハッカソン 
ET2015と、初開催されたIoT Technology 2015の同時開催を記念して「組込みIoTハッカ
ソン」が開催されました。本稿はそのレポートと、参加した一チーム、イーソルチーム「eMONO
（いいモノ）」の体験記です。

参加した10チーム

右からリーダーの石飛博憲、中内雄大、加藤毅之

最終日のプレゼンの様子

ET2015 / IoT Technology2015 レビュー



Bulletin JASA 2016 JAN. Vol.57 16 Bulletin JASA 2016 JAN. Vol.57 17

「開会式」 多くの見学者で埋め尽くされた競技会場 「ピットの様子」 競技前の最後
の取り組む参加チーム

「参加チームのコスチャーム」 
最近は、様々な被り物が登場。

「2日目に行われたワークショップ」 
今年も、多くの参加者がワーク
ショップを聴講。

「モデル相談所」 今年は、相談員
を10名に増やし実施。アドバイス
を熱心に聴きこむ参加チーム

「司会のお二人」九州南地区の
鹿児島高専の女子学生による司
会で盛り上がる

「デベロッパー部門プライマリー
クラスの走行」 Bluetoothによ
るスタート。緊張の一瞬。

「デベロッパー部門　アドバンス
トクラスの走行の様子」 スター
トで、いきなりウィリースタート
をするチーム

「デベロッパー部門　アドバン
ストクラスの走行の様子」 今年
の難所である、仕様未確定エリ
アを走破

「アーキテクト部門の競技の様子」各
チームとも様々なアイディアのパフォー
マンスを披露してくれた。

　2015年11月18日～19日、ET2015（組込
み総合技術展）の併設イベントとして、JASA
が主催するETロボコンのチャンピオンシッ
プ大会（18日は競技会と懇親会、翌日の19
日は、ワークショップ）が開催された。
　今年から、九州南地区大会を新設し、北海
道から沖縄まで、全国12地区で開催された
地区大会（全参加346チーム）の優秀42
チーム（プライマリークラス:21チーム、アド
バンストクラス:12チーム、イノベーター部
門:9チーム）がチャンピオンシップ大会で日
本一を競った。
　今年のトピックスは、EV3という新しい走

行体を導入したことだ。EV3は、昨年までの
NXTと比べて性能が約6倍、フラッシュは
256倍、RAMはなんと1024倍になり、より高
度な制御が可能となった。現在、競技内容を
2部門3クラスに分けて実施しているが、今
年のアドバンストクラスでは、プラレールに
よる動く難所の設置や、バーコードの読み取
りなど、走行中に情報を読み取り、その後の
走行を制御するという高度な内容だった。
コースレイアウトも一新し、併走区間を短く
し走行体の高速走行も可能とした。その期
待どおり、驚くほどの高速走行をしたチーム
もいた。

中内 雄大　SE事業部 第五技術部 二課
　組込みIoTハッカソンの感想と言われて真っ
先に出てくる言葉としては、「出場して良かった」
です。色 と々大変でしたし、問題も多々ありまし
た（笑）それでも出場して良かったと思えるの
は、「日々の業務では出来ない色々な貴重な経
験が出来た」ということが大きいです。例えば、
・業務では接することがない他社の方々と意
見交換ができた
・他社と同じ条件で真剣勝負をすることがで
きた
・大人数の業界関係者の前でプレゼンテー
ションをすることができた

ということが挙げられます。
　これらの経験を通して、今までの私にはなかっ
た部分が大きく成長できた実感があります。最
後となりますが、今回同じチームになったメン
バ、サポートして下さった皆様には本当に感謝し
ています。本当にありがとうございました！
加藤 毅之　SE事業部 第五技術部 二課
　ハッカソンのような時間制限がある中でのデ
モンストレーションは、技術力の高い他の強豪
チームでさえなかなか難しかったようですが、
イーソルチームは会場で実際にシステムを稼働
させることができました。これは素直に、日ごろ
の業務でもイーソルが追及している品質基準が

高い故に、今回も実働するものを作ろうと志し、
それを実現したことによるものだと思います。
結果としては審査員特別賞でしたが、イーソル
のeMONOチームに最高得点を付けてくれた
審査員の方が何人かいらしたそうです。その意
味でも今回の大会参加は大成功だったと思い
ます。皆様ご支援ありがとうございました。
今回の組込みIoTハッカソンは初開催であるた
めか、ルールや概念がはっきりと定まっていな
い部分があったように思います。来年以降は今
回の課題を改善した運営で、IoTのさらなる盛
り上がりに期待したいです。

ETロボコン2015
チャンピオンシップ大会

ETロボコン本部実行委員長 / (株)ジェイテック
星　光行

　また、5年後、15年後に活躍できる技術者
育成がテーマのアーキテクト部門は、今年
から「イノベーター部門」に名称を変更し、競
技前のプレゼンテーションの実施を義務化
した。さらに、会場審査方法も変更し、審査員
は事前の配布資料を見ながら、全パフォー
マンス競技の終了後に一括審査をして頂く
ことで、より公平な審査ができるようにした。
各チームとも、昨年に比べて、プレゼンテー
ションの内容、パフォーマンスの内容ともに、
完成度が高くなった印象である。
　下記に、2015年チャンピオンシップ大会
の参加チームが
http://www.etrobo.jp/2015/gaiyou/ichir
an.html
下記に、2015年チャンピオンシップ大会表
彰チームの一覧を掲載している。
http://www.etrobo.jp/2015/taikai/cham
pionsip_result1.php

デベロッパー部門　プライマリークラス　競技
優　勝／ガラナエクスプレス(北海道)
　　　　リコーITソリューションズ(株) 
　　　　ES事業部 札幌事業所
準優勝／走れ亮君２号(東海)
　　　　　個人
第３位／delias(東京)
　　　　　横河電機(株)

デベロッパー部門アドバンストクラス　競技
優　勝／NiASET(九州北)
　　　　　長崎総合科学大学
準優勝／YoungMasters(東海)
　　　　　SCSK株式会社 製造システム事業部門 
　　　　　車載システム事業本部
第３位／からっ風産学隊２０１５(北関東)
　　　　　群馬大学＆両毛システムズ　

デベロッパー部門アドバンストクラス　モデル審査
技能賞／Champagne Fight(北海道)
　　　　　リコーITソリューションズ(株) ES事業部 札幌事業所
　　　　追跡線隊レッド(東京)
　　　　　(株)日立産業制御ソリューションズ
　　　　ヒカリバクシンオー(南関東)
　　　　　富士ゼロックス株式会社
　　　　HELIOS(東海)
　　　　　(株)アドヴィックス
　　　　NiASET(九州北)
　　　　　長崎総合科学大学

イノベーター部門　総合
優　勝／ＦＵＪＩＷＩＮＧ(東海)
　　　　　富士機械製造(株)
準優勝／g-ice(北関東)
　　　　　群馬工業高等専門学校 電子情報工学科
第３位／ほぼ組T(東京)
　　　　　(株)日立製作所 研究開発グループ

ETロボコン2015チャンピオンシップ大会入賞チーム
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